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             ◆システム開発における役割分担◆ 
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作業項目の中で特に重要なものは、1. ユーザー要件の割り出しとシステムの方向性






































Microsoft が Windows2000 のサポートを 2009 年に完全に打ち切り、XP のサポートも
近々やめる予定であるという情報があった。それを受けてプロジェクトがスタートし






















での LL システムの役割などを分析するところからスタートすべきである。 












LL 教室であった。技術革新と computer aided learning という流行の中で、ベンダーと
してはこの初期タイプの LL 教室に複数の AV 機器とコンピュータを組み合わせ、そ
こで授業を行う computer aided LL 教室というパッケージにしてしまうのも無理はな

























2.3. LL システムの役割 























きなかった。2009 年の夏に今回の新システムに切り替えるまで 7 年あまり使ってきた
ことになるが、その中で出てきた改善要件／反省点を以下にあげる。 
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1. 旧システムは授業用の LL 教室が 3 教室（定員 18 名、18 名、30 名）、自習室が 1



































4. 旧システムは Windows2000 上で設計されており、Media Player のバージョンもそ




た。7 年という使用期間の中で、OS を XP に変更するメリットは様々な面であっ
たのであるが、XP にするためにはその LL システム全体を XP 対応のパッケージ
にアップグレードするしか方法がなく、コストと LL 教室の利用率を考えて
Windows2000 のままにしておいた。 











6. 旧システムの場合、上述のように音声教材をカセットテープや MD に録音して持
ち帰って自宅で練習ということが実用的でなかったため、LL の自習室が音声教材
を使っての個人練習の場所となっていた。しかし、本学の LL 教室の運営は学生
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パス内に LL 教室を持つメリットは大きいと考えられる。 
 
2.6 要件概要 















具体的に言えば、本学の場合、まず会話のレベル 1 から 7 までのフォルダーを持
ち、その下にそれぞれのレベルでのレッスン毎の階層フォルダーをもち、以下、
学習者が使いやすいように階層構造を持てるものにする。通常の Windows 系の OS
や Mac 系の OS のように表示順や名称変更などをコントロールできるものが望ま
しい。 
5. 自習室は 38 名の定員のまま、新しい LL システムを導入する。残りの 3 教室であ
るが、18 名サイズの 2 教室は、1 つを通常の教室に、もう 1 つは読み書きのクラ
スに対応するために定員 25 名にする。定員 30 名だった教室は、一般科目の授業
に対応するために定員 45 名にする。定員の変更のためにはパソコンデスクなどの
什器変更や LAN 配線などの変更も必要になってくるので、設備関係の計画も考え





形で 2007 年にベンダー数社とコンタクトを取り始めた。次ページの表に 5 社の比較
を示すが、この表ができたのは 2007 年の 12 月である。表中の H はハードウェア、S
はソフトウェア、SE はシステムエンジニアの人件費を表している。比較検討したベ
ンダーであるが、内田洋行（敬称略）が今回の新システムをお願いすることに決定し
た会社、A 社の場合は旧システムのパッケージをそのまま XP/Vista 対応の最新版にア
ップデートするという選択肢、B 社は教育システムを提供している会社である。 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































理があるものであった。また、A 社と B 社の場合は、本学の旧システムと同様である
が、CALL 教室でのフルパッケージとしての選択肢しかなく、費用的にも機能的にも
無駄が多くなりすぎるものであった。 








































の 5 月末から 8 月までの間ということになる。スケジュールの目安は以下のようにな
る。 
 - 124 - 
 
 
2007 2008 2009 
仕様検討 
     ベンダー比較 
→→→  ベンダー決定 
       稟議・契約 
カスタマイズ 


















どの理由から契約は新年度に入る 4 月以降の方がよいということで、契約は 4 月以降
になった。カスタマイズの開発規模は 2 カ月ほどという見込みであったので、時間的














2009 年 11 月中旬時点で新 LL システムは問題なく稼働しており、学生からのトラブ
ルのレポートも今のところない。音声教材の持ち帰り機能が今回の新システムの一つ
のポイントであったが、LL 自習室の利用状況、持ち帰り機能の利用状況、システム
の使い勝手など、今後サーバーのログの分析、学生に対するアンケート調査などを行
う必要がある。 
 
（hirata@kansaigaidai.ac.jp） 
